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前回の例会 

2017年 3月 24日(金)第 1747回  

卓 話「太陽光蓄電池エネルギーマネジメント 

を取り入れたこれからの住宅 」 

卓話者 二原 和重様 

紹介者 辰 正博会員 

今週の歌 「我等の生業」「朧月夜」 

お客様の紹介 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

〇表彰 米山功労クラブ 

第３０回米山功労クラブ(堺北ＲＣ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

     

 

 
 

 

 

 

2017年 4月 7日 第 1747号 

2017年 4月 7日(金)第 1748回 

卓 話「ロータリー雑誌フォーラム」 

卓話者 坂田兼則広報委員長 

今週の歌 「君が代」「奉仕の理想」 

「バースデーソング」 

お客様の紹介 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

〇会員・奥様誕生祝い(4月度) 

 坂田兼則会員( 2日)城岡陽志会員(19日) 

 三上  美江様(14日)山中加須美様(23日) 

 池永智恵子様(29日) 

〇結婚記念祝い(4月度） 

 堀畑好秀会員( 9日)嶽盛和三会員(14日) 

 笹山悦夫会員(15日) 

〇表彰 米山功労クラブ 

第３０回米山功労クラブ(堺北ＲＣ) 

 

 

  

 
2016-17 年度 国際ロータリーのテーマ 

「人類に奉仕するロータリー」 

国際ロータリー会長 ジョン F.ジャーム（米国・チャタヌーガ RC） 

本日の例会 

 

時間 

 

2017年 4月 14日(金)第 1749回  

卓 話 「未定」 

四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

事務所  〒590-0940堺市堺区車之町西 2丁 1番 30号 ポピア南海 3階 302号 

Tel（072)223-2300番  Fax(072)223-5005番 

URL     : http://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

例会日 毎週金曜日 午後 0時 30分  

例会場 南海グリル 天兆閣別館 4階「ローズ」 Tel:(072)222-0131番（代表）  

ガバナー(第 2640地区)  ： 福井 隆一郎 

ガバナー事務所  URL   ： http://rid2640g.com/fukui/  
        E-mail ： fukui2016@wind.ocn.ne.jp 
会長：中田 学  幹事：笹山悦夫  広報委員長：坂田兼則  編集者：山ノ内修一 

第 2640地区 堺北ロータリークラブ週報 

創立 1980年 10 月 8日 

次週の例会 

 

時間 

 

＜3月 24 日(金)の出席報告＞ 
会 員 数            31名 
出席会員            21名 
欠席会員              10名 

 ゲ ス ト           4 名 
ビジター            0名 
2 月 10日(金)の出席率    87.09％ 
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「太陽光蓄電池エネルギーマネジメントを取り入れたこれからの住宅」 

 二原 和重 様 

 

 太陽光の市場背景と太陽光の特徴、将来の住宅に関して、お話させていただきます。 

はじめに太陽光の市場背景ですが、現状、太陽光を搭載している家の割合は全国平

均で7 % 程度です。数年前までは、太陽光の普及は徐々に加速していっておりました

が、近年は全体的に少し停滞しております。その理由は、買取価格が下がり採算が合

わなくなるのではないか、太陽光で発電してもその余剰電気を買い取ってもらえない

のではないかなどの様々な不安要素があるからです。 

 しかしながら、実際に償却シミュレーションを数年前と比較しますと、確かに電気

の買取価格は下がりつつありますが、それ以上にシステム価格（kW 単価）は下がって

おり、以前よりも早く償却することも可能です。それに加え、太陽光の保証期間に関し

ては、数年前までは 10 年保証でございましたが、弊社の最新の太陽光では保証期間を

25年まで延ばしております。よって、太陽光を住宅に搭載することは、以前よりもメリ

ットがあるといえます。 

しかしながら、市場では買取価格が下がるなどデメリットの要素が際立って目立ち、太

陽光を搭載することのメリットをしっかりと知って頂けていないのが現状です。 

ゆえに、太陽光の普及を加速するために市場への太陽光搭載のメリットを衆知していく

ことが必要です。 

 次に太陽光の特徴に関して、簡単に説明をさせていただきました。太陽光は、天気が

よく、気温が高いほど発電量も大きくなると思われている方もいらっしゃいますが、実

際には気温が高すぎると太陽光の発電量は下がるため、晴れており、気温も高すぎない

ことが最も発電する良い条件とされています。よって、例えば沖縄と長野（松本市）で

どちらの発電量が高いのか比較しますと、長野（松本市）の方が発電量は大きくなりま

す。 

 最後に将来の住宅市場に関してですが、地球温暖化対策のためのCO2削減とエネルギ

ー問題を解決するために、これから 2030 年にかけて政府によるエネルギー政策が段階

的に実施されます。 

その 1例として、2020年には 300m2 以下の新築戸建の 50%をZEHにするなどの政府

の方針があります。ZEHとはNet Zero Energy Houseの略であり、大幅な省エネルギ

ーと再生可能エネルギーを導入することにより、年間の１次エネルギー消費量の収支を

ゼロとすることを目指した住宅のことを意味します。簡単に申しますと、家庭で消費す

るエネルギーを家庭で作る電気でまかなうことでZEHとなり、ZEHを実現するために

は、太陽光は必須です。より良い日本の社会を作っていくためにも、今後より一層、普

及活動をしていきたいと思っております。 

 

 

 

 

卓    話 



 - 3 - 

 

 

会長 中田 学 

 

 周りの人に好かれてこそ、心穏やかに暮らしていける。 

江戸時代後期に仙涯という禅僧がいました。この仙涯は、「穏やかな老後を迎えるための

ヒント」として面白いことを言っています。 

＊他人が話したがらないことを、あれこれと聞き出そうとしない。 

＊「もうすぐ死ぬ。死にそうだ」と言って、相手を困らせない。 

＊グチばかり言って、相手を不愉快な気持ちにさせない。 

＊年寄りのくせに、出しゃばったまねをしない。 

＊余計なお世話を焼かない。ありがた迷惑なことをしない。 

＊くどい言い方をしない。長話をして、相手をうんざりさせない。 

＊短気にならない。すぐ怒らない。人を急かさない。 

＊無闇に寂しがらない。 

＊同じ話を何度もしない。自慢話をしない。 

これは、言い換えれば、「嫌われないためのコツ」でもあるのです。お年寄りによっては、

周りの人から嫌われる人もいるでしょう。 

しかし、嫌われたら、その本人が心穏やかに暮らしていけなくなります。 

周りの人たちに好かれる年寄りになってこそ、穏やかな老後を過ごせるのです。 

そういう意味からすれば、これは年代に関係なく若い人にとっても、「穏やかに生きるヒ

ント」にもなります。 

どのような年代であるかに関わらず、周りの人たちに好かれ仲良く暮らすことは、心穏

やかでいる大切な要素になるからです。 

 

 

 

広報委員会 

「大仙公園・満開の河津桜」 

広報委員 池 田 茂 雄  

 

 去る３月 12日(日)「仁徳天皇陵・清掃奉仕活動」に参加いたしましたが、お昼前に清

掃を終え向かい側の大仙公園に当クラブが植樹寄贈しました河津桜を見に行きました。 

 日本晴れのすがすがしい気分の中で、満開に咲き誇る河津桜のもとで最高の気分に酔

いしれたひと時でした。 

 

 

 

 

 

 

 

委員会報告 

が３ 

 

会長の時間 
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「ロータリーの友３月号」の紹介 

広報委員 山ノ内修一 

 

「ロータリーの友３月号」を紹介させていただきます。 

まず、左開き（横書き）から。 

１．３ページ ジョンＦ．ジャームＲＩ会長の「多様性が私たちの強み」と題された 

メッセージが載っています。 

知らなかったのですが、４０年前、ＲＩは「女人禁制」だったのですね。３人の女性

会員の入会を認めたカリフォルニア州デュアルテ・ロータリークラブは、定款に反す

るとのことでＲＩから除名されました。今では想像もつきませんが、その当時はそれ

が是とされたのですね。しかし、その後、時代は変わりました。多様性を認め、多様

性を受け入れ、変わり続けなければならないと、説いています。 

２．９ページ～１３ページ ローターアクトの活動の「いま」と「むかし」が載ってい

ます。特に「むかし」の写真は、時代を感じさせます。 

３．３２ページ イアン・ライズリーＲＩ会長エレクトのインタビュー記事が載ってい

ます。エレクトはメルボルンで開業している公認会計士。ロータリークラブへ入会し

たいきさつ、ロータリーにはすぐなじめたか、なぜロータリーに入会すべきかと聞か

れたらどう答えるか、等々、おおいに参考になりますので、ご一読を。 

次に、右開き（縦書き） 

４．４ページ～。玉島ＲＣ（２６９０地区）創立５０周年記念で講演された倉敷芸術科

学大学、濱家輝雄客員教授の「地方創生～ ひと・まち・しごと」の講演要旨が載っ

ています。若い人たちが自分の町に自身と誇りをもっているだろうか？ 

その町ならではの歴史、伝統、慣習、文化などが継承されているだろうか？地域経済

の低迷、人口減少、少子高齢化等、諸問題を抱える地域をどう創生していくのか・・・。 

私のふるさと和歌山県みなべ町もご他聞にもれずこれらの問題をかかえており、考え

させられます。地方が衰退していく中で日本が元気になることはないのではないかと

思います。なんとか地方活性化の道筋を見つけたいものです。 

５．２８ページ。昨年１１月３日に堺ロータリークラブが、堺市内３箇所の児童養護施

設の子ども達のために開催した「秋の写生会」の記事が載っています。 

 

 

 

那須宗弘会員 やっと下痢がおさまって来ました。 

城岡陽志会員 領木さん、入会ありがとう。パナソニックさん本日はありがとう。 

御社のおかげで今日のスキヤキも食べれます。 

山ノ内修一会員 領木さま、よくお越しください下さいました。 

藤永 誉会員 領木社長ようこそ堺北 RCへ。皆様におうかがいします。 

堺北RCを良いクラブと思う人、手を挙げて下さい！ 

笹山悦夫会員 二原和重様、久保正徳様、畑中浩司様、ようこそいらっしゃいました。 

       卓話楽しみにしています。 

中田、城岡、山ノ内、塩見、藤永、池永、畑中 各会員 

       高知にゴルフに行ってきました。 

合計 ２４，３５６円 

ニコニコ 
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（１）今週の配布物 週報・卓話資料 

 

（２）幹事報告    

   ・４月２８日(金)の例会は、２７日(木)４クラブ合同例会点鐘１８時～、サンパレ

スにて例会変更となっております。皆様お間違いなきよう、また出欠の御返事

も７日(金)例会終了後までに事務局までお知らせくださいますよう、重ねてお願

い申し上げます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 

 

心の一週間（習慣） 

月曜日（布施） 

今日は一日、アリガトウという感謝の心 

火曜日（自戒） 

今日は一日、ハイというすなおな心 

水曜日（忍辱） 

今日は一日、ニッコリとする暖かい心 

木曜日（精進） 

今日は一日、キビキビとした働く心 

金曜日（禅定） 

今日は一日、スミマセンという反省の心 

土曜日（智恵） 

今日は一日、ドウゾという謙虚な心 

日曜日（報恩） 

今日は一日、オカゲサマデという報恩の心 


